実技課題
実技課題
「平面・断面、部分詳細図作成（外部サッシ周り）」

	注意事項
１：作業時間
標準時間
170分
打ち切り時間
180分

（休憩時間10分×2を含む）
２：配布資料
資料：使用材料表、（レイヤ設定事項）
データ：サッシデータ、図面枠データ、（レイヤ設定データ）
３：課題作成、提出方法
課題作成後、図面枠に名前等記載事項を記入し、A3用紙で印刷したものとあわせてデータも提出とする。



	実技課題「平面・断面、部分詳細図作成（外部サッシ周り）」


【訓練課題】サッシ周り部分詳細図作成
配布資料を参考に、CADソフトを利用して、作図作業を行いなさい。また、作成図面をA3用紙に印刷し、あわせてデータも提出しなさい。

Ⅰ．平面部分詳細図作成

与えられたサッシデータをもとに、問題に示されている所要材料を使用し、平面部分詳細図を完成させなさい。

Ⅱ．断面部分詳細図作成

与えられたサッシデータをもとに、問題に示されている所要材料を使用し、断面部分詳細図を完成させなさい。

Ⅲ．建具記号作成

【作業時間】
標準時間　　170分　　打ち切り時間　　180分（休憩時間10分×2を含む）
【課題作成時の注意点】
Ⅰ．国土交通省建築CAD図面作成要領（案）（平成14年11月改訂版）の内容に従ったレイヤ・文字を使用すること。あわせて理解すること。

Ⅱ．レイヤの取り扱いは、講師より配布される。Jw_cadであれば環境設定ファイル、Auto CADであればテンプレートファイルに従うこと。もしくは、講師より配布されたレイヤ指示書によること。また、図面枠は、講師配布によること。

Ⅲ．部分詳細図は、普段授業で使用している図面集の中から、講師の指示により平面図中の外部開口部のサッシ周り部分詳細図（平面部分詳細図、断面部分詳細図）を一部分作成すること。

Ⅳ．サッシに関しては、講師より与えられた図形を使用すること。

Ⅴ．サッシ、枠材、額縁材、断熱材、サイディング、防湿シート、通気層、サイディング、面材、シーリング等の厚さ、幅、寸法等は講師の指定によること。（仕上げ表による又はメーカー指定は講師によること。）

Ⅵ．開口部記号も記入すること。記号については講師指示による。（キープランとなる記号、サッシ呼び寸法、高さ、幅等で記号凡例も記入すること講師の指示による。）

Ⅶ．縮尺は1/5とするが、全長が描ききれない場合は、破断記号で省略すること。

Ⅷ．通常はメーカーの部分詳細図では書かれていないことが多いが、スペーサー、パッキン等で枠材を調整するときは書いておくこと。

【注意事項】
Ⅰ．図面枠に名前、縮尺、図面名、作業時間を記入すること。

Ⅱ．質問があるときは手を挙げること。

Ⅲ．VDT作業のためトイレ、休憩等は講師の指示により適宜取ること。

Ⅳ．試験終了時には印刷された図面とデータの両方を提出すること。
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図面データ：YKK AP株式会社








PAGE  

